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欧州の SNS 概況 
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本レポートについて 

本レポートについて 

インターネット業界は日々加速度的な成長を見せており、革新的なアイデアや技術、ビジネ

スモデルの登場を告げるニュースが、絶えず我々に届いてきます。 

このイノベーションに満ちた世界においては、従来のパラダイムを変革しうる程の重要な意

味を持つトピックが、かつて考えられなかったスピードで生まれ、広がり、そして変性を遂げ

ていきます。しかしその反面、それらトピックにアンテナを張り、市場の動向を見据えていく

ことは、溢れる情報の海にあっては多くの困難が伴います。 

検索エンジンマーケティングを手がけるアウンコンサルティング株式会社（本社：東京都千

代田区、代表取締役：信太明）では、独自の調査・分析ノウハウに基づき、インターネット業

界におけるトピックを常に定点観測しています。本レポートは、その一部をとりまとめたもの

であり、無償レポートとして公開に付させて頂いております。 

本レポートが、皆様のビジネス面での意思決定の一助となれば幸いです。 
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SNSの概要 

定義 

SNS とは、Social Networking Serviceの略語。新たな知人・友人関係を拡大することを目
的とした、コミュニティ型のサイトを言う。参加者は自分のプロフィールを作成した上で、写

真のアップロードや日記を特定の参加者だけに公開できる等、様々な機能が用意されてい

る。 

既登録者からの招待があって初めて新規登録できる形式が一般的で、近年の SNS 登録
者の爆発的増加は、こうした安心感・信頼感も一因と考えられる。 

なお、一般ユーザーを対象とする SNS だけでなく、最近は企業内のコミュニケーションツー
ルとしてSNSが利用されたり、法人が顧客のローヤリティー確保のツールとして用意される
場合もある。 
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背景 

SNS が発達した背景には、ネットワーク理論と呼ばれる考え方が存在する。ネットワーク理
論とは、複数の頂点とそれらを結ぶ線からなるモデルを元に、頂点間の情報伝達のあり方

や、モデル自身の持つ内在的な性質を分析する手法であり、情報工学のみならず社会科

学の分野でも、一定の成果が見られている手法である。 

有名なのは、トラバースとミルグラムの実験。アメリカの西海岸に住むある人が東海岸に住

む全くランダムに選んだ人まで手紙を届けようとしたとする。ここで、ファーストネームで呼

び合える程度の仲の人間にしか手紙を渡せない、という条件のもとで手紙のリレーを行っ

たところ、億単位のアメリカの人口にも関わらず、六回のリレーで目的の相手に手紙が到達

したのである。「『友達の友達』の関係を6回繰り返して広げていけば、会いたい人間に会え
る」というアイデアは、このネットワーク理論で実証された考えであり、実際 SNSにおける人
間関係の拡がりを支えている仕組みである。 

歴史的には、2002年に設立された Jonathan Abrams 氏率いる Friendsterがサービス提
供したのが世界初の SNS と言われ、その後 2003年頃から米国内のティーンエイジャーを
中心に人気が広がっていった。 
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収益モデル 

現在、ほとんどの SNS は、登録自体には料金のかからないシステムをとっている。多様な
ユーザーの存在が前提となって初めて趣味・嗜好に裏打ちされた SNS 的コミュニティの拡
がりが成立することから、登録時点での課金が行われていないと考えられる。 

そこで、一般的にはユーザー登録数とアクティブユーザー数の獲得を第一義的な目的とし

つつ、そこから生じるページビューを経済価値に転換する方式、すなわち広告収入が中心

的な収益モデルとなる。広告の種類としては、バナーによるクラシカルなものを初め、SNS
のコミュニティ性に着目した、検索連動型広告・コンテンツ連動型広告を導入するタイプも出

現している。 

しかし、音楽配信やアバターの設定、あるいはツールの利用など、広告以外の課金も一定

の成果を収めている場合もある。韓国のサイワールドでは、2005 年時点で売上の 80%が
ツール・アイテムの使用料・20%が広告収入という内訳と、広告収入をツール利用料が上
回るモデルとなっている（SKコミュニケーションズ）。 
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概要 
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概要 

SNS の誕生は、米国の Friendster が先駆けといわれているが、ファイルの共有や意見交
換サイトなど、一定のコミュニティ性を持つサイトは、比較的以前から存在していた。 

しかし、今日脚光を浴びているいわゆる SNSの登場は、やはり Friendsterから始まる、現
在の米国系 SNSの系譜を待つほかなかった。 

現在、欧州には多数の SNS サイトが存在しているが、従前から存在していた比較的コミュ
ニティ性の強いサイトが、SNS プロパーの機能を付加しながら転化を果たしたパターンが
少なくない。 

しかし一方、今でいうWeb2.0の発想に基づいた全く新しいタイプの SNSサイトも欧州には
存在しており、SNSの持つ機能面の可能性に彩りを加えている。 
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SNS の浸透と継受 

調査企業 Synovate 社が行った、スペインにおけるインターネットの利用動機に関するアン
ケートによれば、インターネットユーザーの実に 43%が、SNS を利用するためにインターネ
ットを利用すると回答している。 

 

 

 

 

 

スペインのみならず、他の欧州各国においても、数百万の登録ユーザー数を誇る SNS が
多数存在していることから、現在の SNS 人気は日米にとどまらず、世界的な潮流をなしつ
つあることが分かる。 

ただ、フランスのインターネットニュースサイト Le Journal Du Netは、米MySpaceに関す
る記事の中で、「òWeb2.0ò関連のサービスが 2006 年のインターネットセクターにおける投
資を考える上で大きな潮流をなしていくと思われる」としつつも、「フランスにおいては、まだ

しばらく及び腰の状況が続くだろう」と結論づけている。 

« ...ces services Internet 2.0 semblent indiquer qu'il sera une des grandes tendances 
de l'investissement sectoriel en 2006. En France, le phénomène se fait pour l'instant 
plus timide. » (Le Journal Du Net 20/04/2006) 

欧州でも多数のユーザーからの支持を集めていることは間違いないが、MySpace などの
存在感が大きいことから、SNS は「米国発祥のアイデア」という認識が共有されており、
Web2.0の概念とともに、SNSは「継受されたパラダイム」との捉えるのが、欧州のインター
ネットメディアの基本的な姿勢となっていると言えよう。 

この点、「継受された」Web2.0 の概念に対するアンチテーゼとも言える動きが、一部で生ま
れつつあることにも触れておこう。 
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フランスの SNSサイト french2.0では、フランス語でのブログ作成を、サイトへの参加要件
の第一に掲げている。 

 

 

「英語が世界を占拠するこの世界にあって、フランス語によるブログの豊穣さを前面に出し

ていくことが、非常に重要に思われる。従って、本サイト（french2.0）への参加要件として、
まずこのこと（フランス語によること）を掲げたい」（抄訳：参加要件ページより） 

« Dans un monde monopolisé par lôanglais il me semble important de mettre en avant 
la richesse des blogs français. Cela sera donc le critère principal du réseau ñfrench 
2.0ǌ. »  

個別のサイト単位で見た場合、「ゆるやかな文化的ナショナリズム」が顔を出す場合もある

ようだ。 
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各国の SNS サイト 
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peuplade （フランス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.peuplade.fr/ 

パリ市交通局（RATP）が運営する、シティガイド的機能も兼ねたSNS。2005年11月開設。
Googleマップと連動しており、自分の近隣住民とコンタクトをとることができる。 

« Peuplade se donne pour mission dôoffrir aux habitants d'un même territoire lôenvie et 
les moyens de vivre ensemble dans un esprit dôouverture, de liberté, de responsabilité 
et de justice. » 

「Peuplade は、近隣に住む人々同士が、開かれた心と自由さ、そして責任と道徳観をもっ
て共生していくためのツールとしての役割を果たします」（抄訳：サイト説明文より） 

とあるように、高い公共性の理念に基づいた SNSとして、独自の存在感を出している。時と
して、そのティーンエージャー人気を捉えるあまり、SNS を無秩序の権化と捉える向きも無
いわけではないが、この Peupladeは、SNSの多様な可能性を示す一例といえる。 
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Hyves （オランダ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.hyves.net/ 

2004 年 10 月に開設されたオランダの SNS。写真、動画の共有や交換ができ、「オランダ
のMySpace」とも呼ばれている。ユーザー数は 2006年 10月時点で 240万を超えている。
現在ではオランダ語の他、英語・イタリア語・ドイツ語・スペイン語・フランス語のインターフェ

ースも用意されている。ただ、圧倒的にオランダのユーザーが大部分を占めている。 
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PLAZES （スイス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://beta.plazes.com/ 

チューリッヒに居をおく Plazes AGが運営する、2004年 8月開設の SNS。地域性・地理情
報を駆使した点に特徴がある。 

ログインすると、自分の接続地域の地図が Google マップで表示される。もし近くに他のユ
ーザーがいれば、マップ上にそのユーザー情報が表示され、コンタクトをとることが可能に

なる。また、òPlazeròと呼ばれるツールをダウンロードすると、ハードウェアの固体識別番号
（MACアドレス）に基づきつつ、極めて正確な位置情報をサイト上に公開することができる。 

自分が登録したお気に入りの場所（òPlazesò）情報を他ユーザーと共有することも可能。 

ñPlazesòの数や、実際に訪れた都市・国数など、地理情報を
基点にした、ユニークなユーザープロフィールの作り方も特

徴。 

インターフェースは英語だが、現在のところ北・中央ヨーロッパ

からのユーザーが中心の模様。 
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IRC-Galleria （フィンランド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://irc-galleria.net/ 

ユーザー数 35万人を誇る、Finlandで最大の SNS。元は 2000年 10月に、画像のギャラ
リーサイトとして開設されたもの。現在の画像数は、500 万件を超える。全登録ユーザーの
実に 85%が、週に 1回は利用しているなど、アクティブ率が非常に高い点が特徴。 

登録要件としては、12歳以上という年齢制限のほか、画像を最低1枚はアップロードしない
といけないこと、あるいはフィンランド語の話者であることも条件の一つに挙げられている。 

 

 

 

 

 




